
「令和元年度 中小企業振興施策実施状況報告」に寄せられたご意見の概要と本市の考え方 

意見の概要 市の考え方 

1

【モノづくりワンストップ推進事業】 

相談員がコンタクトを取って訪問するの

は、とても良い事業だと思うので、事業の

認知度を上げてコンタクトを取らなくても

要望が来るような仕組み作りを検討して

みては。（西松委員） 

現在、技術交流プラザにおいてコーディネーターへ直接

相談ができる問合せフォームを設けております。 

ワンストップ相談窓口と併せて周知を図り認知度向上に努

めて参ります。 

2

【東大阪ブランド推進事業】 

東大阪の情報発信として、良い事業だと

思う。セミナーや情報発信の工夫などで

事業そのものの認知度を上げて欲しい。

（西松委員）

冊子作成やウェブサイト、展示会出展等で東大阪ブランド

推進事業の認知度向上に努めて参ります。 

3

【東大阪デザインプロジェクト事業】 

上記、東大阪ブランド推進事業と同じ。

（西松委員） 

本事業の取組をきっかけとして開発された製品等を通じて

ＰＲを図ってまいりたい。 
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4

【東大阪デザインプロジェクト事業と 

東大阪ブランド推進事業】 

① 両事業は別々に存在するのではな

く、一体性を持つものであると認識し

ている。図形化された東大阪ブランド

デザインと自社ブランドを一緒に使う

ことにより、企業のブランド価値が高

くなるものと考えるが、実態はどう

か。（大塚委員）

② 東大阪ブランドの認定を受けた部品

製造企業が、その製造した部品を依

頼した企業に納品した場合、その部

品には製造メーカーの社名が入って

いるのか、部品のブランド名が入っ

ているのか、あるいは東大阪ブラン

ドの刻印が入るのか。入らいない場

合でも部品を納入するパックにはブ

ランド名、社名、東大阪ブランドデザ

インマークが入るのかどうか。 

（大塚委員） 

① デザインプロジェクト事業はデザイン性のある製品等

の開発のきっかけとなるものであります。東大阪ブラ

ンド推進事業は販売されている商品等に認定を出す

ものですので、デザインプロジェクトをきっかけに開

発された商品等が認定されるといったことは考えられ

ます。 

② 部品の製造には発注先の指定等もあり、個々の企業

に任せている状況のため把握しておりません。 
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【空き店舗活用促進事業】 

① 起業者がどのくらいの数なのか、そ

れは潜在的起業者のどのくらいの比

率なのか。（加藤委員） 

② 起業者のうち、空き店舗活用促進事

業を利用しない理由はどこにあるか

詳しい状況が知りたい。（加藤委員） 

③ 相談はあるものの実申請に至らない

のはなぜか。実申請に繋がらなかっ

た理由について申込者側からアンケ

ート・ヒアリング等を実施するべきで

はないか。（光岡委員） 

④ 空き店舗活用については、個々の個

人事業者に呼びかけるだけではな

く、幅広く大学やＮＰＯ法人等のまち

づくり団体にも働きかけ、まちづくり

の中での商店街まち在り方を模索し

ていくべきでは。子ども・高齢者サロ

ン等の地域コミュニティの会所のよう

な場所づくり等の提案を広く市民に

求めていくことも必要では。 

（光岡委員） 

① 起業者数について、平成２９年度以前は申請者が商

店街だったため起業者数は把握しておらず、個人申

請に変わった平成３０年度以降については、新規創

業者による申請はありません。 

② ③ 令和元年度の空き店舗活用促進事業補助金につ

いて、相談はあるものの申請には至っておりません。

その理由として考えられるのは、補助限度額の低さ

（限度額３０万円）、空き店舗の定義（空き店舗となっ

てから６ヶ月経過）、個人創業者については創業セミ

ナー（東大阪あきんど塾または商工会議所が実施す

る創業塾）の受講が要件である事等と考えられます。

制度利用促進のため、今後の制度のあり方について

は、検討して参ります。 

④ 商業集積地における空き店舗については、基本的に

商いの場として活用されていくことを推進しますが、

ご指摘いただいた地域の場所づくりという観点につ

いては、商店街の意向もふまえながら検討して参り

ます。 


